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以下の問題に答えなさい。設間に特別指示のないものについては,解答欄は数字をマークしなさい。分数形で解答する場合,それ

以上約分できない形 (既約分数)で答えなさい。根号を含む形で嘴早答する場合,根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさ

い。晩子答番号

右図のように,鉛直でなめらかな璧から距離 3Lの 点 0に ,長 さ 5ι の糸を結

びつけ,その先に質量 れ の小球をつけておく。この小球を糸がたるむことがな

いようにして,点 0と 水平な点 Aから静かにはなす と糸がまっすぐに伸びた状

態で運動 し,小球は壁の点 Bに速 さ アで衝突 した。壁ではね返った小球は,糸

がたるんだ状態で放物運動 し,点 Cで最 も高くはね上がった。小球の大きさは

無視でき,糸 は伸縮せず質量も無視できる。重力加速度の大きさを σとして ,

以下の問いに答えなさい。
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(1)アは次式 となる。

(2)衝突直後における小球の速さの鉛直方向成分の大きさをるとする。ちは次式となる。
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(3)点 Bと 点 Cの高低差を たとする。また小球が点 Bに衝突してから点 Cに至るまでの時間を
`と

する。

れとすはそれぞれ次式となる。
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(4)右図のように,小球が最も高くはね上がった点 Cは点 0の真下にあつた。

衝突直後における小球の速 さの水平方向成分の大きさを 確 とする。また ,

小球 と壁の水平方向の反発係数 (はね返 り係数)を eと する。 4と οはそ

れぞれ次式 となる。
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(5)小球と壁の衝突は弾性衝突で,反発係数は 1と する。右図のように,小球

を点 Aか ら静かにはなした。壁ではね返つた小球は放物運動 し,点 Dで最

も高くはね上がった。壁 とDの水平距離を グとする。αは次式 となる。
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(6)右図のように,小球をはなす位置を点 Aか ら点 Eに変更 した。点 Eと 点 B

の高低差は 〃である。反発係数は 1と する。このとき,壁ではね返つた小

球は放物運動 し,点 0の真下の点 C'で最も高くはね上がった。″は次式 と

なる。
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“ 右図において,Rl,R2,R3,R4は それぞれ 22[ΩI,2[Ω],2R[a,,E[Ω ]の

抵抗で,Cl,C2はそれぞれ θ[F],,θ [F]の コンデンサーである。電池は起電力 F

iV]で内部抵抗は無視できる。Sl,S2はスイッチである。 (1)～ (3)の操作のは

じめにはコンデンサーに電荷が蓄えられていないものとする。Sl,S2に ついて各設

間に記した操作をした後,十分に時間が経過したものとして,各問いに答えなさい。

解答欄 28 は解答群か ら選び,解答欄 巨コは符号 (+ま たは一)を選択 しなさ

い。残りの解答欄は数字をマークしなさい。
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(1)Sl,S2を ともに開いた状態で,XY間の電位差を Иとする。

スを求めなさい。
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(2)Slを 閉じ,S2を開いた状態で,AIB間を流れる電流をムとする。点 Xと 点 Zの電位をそれぞれ 政, め ,XZ間の

電位差を め とする。五 と 陽を求めなさい。 ス と 場 を比較すると, 28 である。
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28 の解答群
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① 政 >残  ② K<Z ③ 政 =%

(3)Sl,S2を ともに閉じた状態にする。この状態で以下の問いに答えなさい。

(a)AB間 を流れる電流をん とする。九 を求めなさい。

/2=~E堅聾茎L× 子因

(b)点 Bの電位を 0と したとき,Xと Zの電位を 政 ', 力 'と する。 アx'と Иz'を 求めなさい。

n,=里 ×″M  ァz,=曇 ×EM
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(c)Clの X側の極板に蓄えられた電荷を のとする。ηを求めなさい。ただし,解答欄 [コは符号 (+ま たは一)を

選択 しなさい。
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(d)回路全体での消費電力を ″ とする。 ″を求めなさい。
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